
　近年，社会状況等の変化に伴い，子供たちの生活習慣の乱れ，メンタルヘルスに関する課題，アレ

ルギー疾患，性の問題行動や薬物乱用，感染症など，様々な課題が生じています。

　子供たちが，このような様々な課題の解決を図るためには，生涯を通じて健康な生活を送る基礎を

培うことを目指した学校における保健教育を推進することが重要です。

　高等学校における保健教育は，保健体育科の科目「保健」を中心に各教科等において，それぞれの

目標や内容に即して指導が行われています。子供の健康に関する資質や能力を育成するためには，保

健体育科，特別活動などの特質に応じ，相互に関連させる指導の在り方の一層の充実が求められます。

　このため，本書は，学習指導要領の改訂等を踏まえ，学校における保健教育の基本的な考え方を示

すとともに，保健体育科においては教科担任が，特別活動等においてはホームルーム担任等が授業を

行う際に参考となる事例や各教科等が相互に関連するためのポイント等を掲載しました。各学校にお

いて本書を十分活用されることで，子供たちが健康に関心をもち，生涯を通じて健康な生活を送る基

礎を培うことができるよう，保健教育の一層の推進を図ることを期待しています。

　末尾となりましたが，本資料の作成に当たり多大な御尽力をいただきました作成協力者の皆様方に

対し，心から感謝申し上げます。

平成 27 年 3月

文部科学省スポーツ・青少年局長

久　保　公　人

ま　え　が　き
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